
令和 元 年度 第6号補正予算　主要な事業の説明書

(一般会計）

令和2年 第1回 嬉野市議会定例会提出





【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 28 年度 ～ 令和 元 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

3,552
676
372

補助率 15,996
2,604
283
85

8,026
10,731

1,059,015
630,710

５．その他参考となる事項 705
911,375
505,870

寄附額

3,150,000

3,150,000千円

３月補正事業費

当初予算事業費
１２月補正事業費

計
オンライン申込
市へ直接申込

3,150,000千円
3,110,000千円

40,000千円

219,200件
218,000件

1,200件

計

(補正財源内訳) ふるさと応援寄附金 1,150,000千円

補正後事業費

1,803,079 3,150,000 役務費 （通信運搬費）郵便料、返信用切手代　（手数料）振込手数料（郵便局）

その他 　【今回追加補正】　10,731,000円

ふるさと応援寄附金 1,796,274 2,666,961

一般財源 11 委託料

1,150,000千円
1,000,000千円
1,000,000千円

需用費 （消耗品費）用紙代他事務用品

市債 　【今回追加補正】　85,000円

　【今回追加補正】　630,710,000円

使用料及び賃借料 紙折り封入封緘機リース代

積立金 積立金

　【今回追加補正】　505,870,000円

事業内容
寄附の受付け
及び寄附者へ
のお礼品配送

寄附の受付け
及び寄附者へ
のお礼品配送

寄附の受付け
及び寄附者へ
のお礼品配送

寄附の受付け
及び寄附者へ
のお礼品配送

報酬 非常勤職員2人

共済費 非常勤職員2人、臨時職員3カ月

賃金 臨時職員3カ月

お礼品・配送料、事務委託料、ワンストップ申請書受付業務等

事業費(単位:千円) 1,796,285 2,666,961 1,803,079 3,150,000 報償費 市受付分　お礼品（配送料含む)

財
源
内
訳

国庫支出金 　【今回追加補正】　2,604,000円

県支出金

37、38 新規

嬉野市のまちづくりを応援するために贈られた寄附金を財源として、次のようなまちづくりに活用する。
〇“いきいき”ひとにやさしいまちづくり　○“もりもり”元気のあるまちづくり　○“わくわく”子どもを育むまちづくり　○夢ひろがるまちづくり
〇子どもたちが健やかに育つことを支援する事業

寄附金は、嬉野市ふるさと応援寄附金基金条例及び嬉野市ふるさと応援寄附金子育て夢基金条例に基づき基金として積み立て、各事業に活用する。

事業費(千円) 9,416,325 予算額(単位：千円)

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 ６　企画費 事業名 ふるさと応援寄附金

総合計画による位置づけ 基本方針 　みんなで創る自発のまちづくり 政策分野 ⑤財政計画

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 28 年度 ～ 令和 元 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

40,000
24,300

補助率

５．その他参考となる事項

補正後の内訳
転入 23件
持家 58件

事前申請無 7件
合計 88件

64,300

40,000千円
24,300千円
24,300千円

補正後事業費 64,300千円

21,750千円
35,200千円
7,350千円

64,300千円

当初予算事業費

３月補正事業費
(補正財源内訳) 一般財源

６　企画費 事業名 定住促進奨励金

負担金、補助及び交付金 (補助金)奨励金

　【今回追加補正】　24,300,000円

③住まい

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 企画政策課 予算書ページ 38 新規

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野

一般財源

嬉野市の定住人口の増加を図るため、嬉野市に定住する者の住宅取得を奨励するための措置を講じ、もって活気と歓声に満ちた地域社会を築くことを目的とする。

嬉野市定住促進条例及び同施行規則の規定により、申請者に対し定住奨励金を交付する。

事業費(千円) 187,450 予算額(単位：千円)

市債

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
新築及び中古
住宅購入費用
の助成

新築及び中古
住宅購入費用
の助成

新築及び中古
住宅購入費用
の助成

新築及び中古
住宅購入費用
の助成

事業費(単位:千円) 44,750 40,000 38,400 64,300

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

30,000 30,000

その他
ふるさと応援寄附金 35,000

9,750 40,000 8,400 34,300

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 28 年度 ～ 令和 元 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

23,345

補助率

8,415

５．その他参考となる事項

31,760

補正後事業費 31,760千円

令和元年度 3月

23,345千円当初予算事業費

３月補正事業費
(補正財源内訳)

8,415千円
一般財源 8,415千円

計

　嬉野線902千円

市内における公共交通機関としてのバス路線の運行を維持するため、生活交通路線の運行を行う乗合バス事業者に対し、補助金を交付することとし、自家用車など他の交通
手段を持たない高齢者や児童・生徒など、地域住民の生活に必要であるバス路線を維持することにより、住民福祉の向上と地域の活性化を図る。

市内生活交通バス路線の維持のため運行事業者であるバス事業者の運行経費に補助を行う。

事業費(千円) 88,310 予算額(単位：千円)

負担金、補助及び交付金 （補助金）

　・祐徳ﾊﾞｽ

　嬉野線10,930千円、吉田線7,300千円、祐徳線3,305千円

　・JRﾊﾞｽ

　【今回追加補正】

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業費(単位:千円) 16,420 16,785

補正予算

政策分野 ⑦道路・交通

事業名 生活交通路線維持費

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 新幹線・まちづくり課 予算書ページ 38 新規

一般財源 16,420 16,785 23,345 31,760

　・JRﾊﾞｽ

事業内容
運行経費補助 運行経費補助 運行経費補助 運行経費補助

23,345 31,760

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金

その他

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 ６　企画費

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり

　嬉野線1,810千円

　・祐徳ﾊﾞｽ

ふるさと応援寄附金 　嬉野線3,136千円、吉田線3,054千円、祐徳線1,323千円

市債
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 28 年度 ～ 令和 元 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
309 13,222

補助率 1 1,594

1/2

５．その他参考となる事項

310 14,816

一般財源 1,594千円

補正後事業費 15,126千円

当初予算事業費

３月補正事業費
(補正財源内訳)

13,531千円
1,595千円

県支出金 1千円

計

　【今回追加補正】

財
源
内
訳

国庫支出金 　（上久間線）△15千円、（下吉田線）516千円、

県支出金 623 622 618

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ２　総務費 １　総務管理費 ６　企画費 事業名 廃止路線代替バス運行費

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 総合戦略推進部 所属課 新幹線・まちづくり課 予算書ページ 38 新規

バス路線の廃止が行われた場合、廃止路線代替バスを運行する貸切バス事業者及び乗合タクシー事業者に対し、補助金を交付することとし、自家用車など他の交通手段を
持たない高齢者や児童・生徒など、地域住民の生活に必要な公共交通機能であるバス路線を維持することにより、住民福祉の向上と地域の活性化を図る。

事業費(単位:千円) 11,486 12,232 13,517 15,126

市内バス路線の維持のため運行事業者であるバス事業者及び乗合タクシー事業者の運行経費に補助を行う。

事業費(千円) 52,361 予算額(単位：千円)

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
運行経費補助 運行経費補助 運行経費補助 運行経費補助 負担金、補助及び交付金 （補助金）

　（上久間線）1,869千円、（下吉田線）2,962千円、

　（三間坂線）1,978千円、（牛の岳線）6,722千円

310 　（三間坂線）930千円、（牛の岳線）164千円

市債
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 10,863 11,610 12,899 14,816
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 年度 ～ 令和 元 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

5 3
342 104

補助率

347 107

５．その他参考となる事項

1,250a 325,000円 108,333円 32,500円 184,167円
8,380a 703,920円 234,640円 70,392円 398,888円

農産対策

露地みかん
園芸対策 露地みかん

露地みかん 1,227円 368円 2,086円
11,115円

1a 3,681円 700円 210円 2,771円 補助上限
6a 3,681円 1,227円 368円 2,086円

16a 7,362円

347

総事業費
県補助金

(1/3)
市補助金

(1/10)
その他 備考対象作物区分

露地みかん

ふるさと応援寄附金

2,454円 736円 4,172円
8a 3,681円

18,405円 5,608円 1,682円

その他

内　　　　　　　　　　　　　　　　容

計
水稲
大豆

31a

令和元年度

計

被害面積

事業内容
生産資材および
種子の購入に
対する補助

負担金、補助及び交付金 (補助金)

　【園芸対策】　7,290円

　【農産対策】　445,865円

事業費(単位:千円) 454

財
源
内
訳

国庫支出金
県支出金
市債

一般財源 107

【園芸対策】　（補助率）　県　【1/3】　補助上限　7,000円／10a　、市　【1/10】　補助上限　2,100円／10a
　草勢・樹勢の維持・回復や病害虫の発生防止を行うために必要となる生産資材の購入に要する経費に対する支援。
【農産対策】　（補助率）　県　1/3　、市　1/10
　令和2年産の作付けに用いる水稲及び大豆種子を供給するために要する経費に対する支援。

事業費(千円) 454 予算額(単位：千円)

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 個人・事業者 所属部 産業振興部 所属課 農業政策課 予算書ページ 49 新規 ○

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費

豪雨や台風等による浸水害及び潮風害等により農作物等の被害を受けた農家への生産資材の購入、または種子購入費に対する補助を行うことで、早期の営農再開・復旧に
向けた支援を行う。

３　農業振興費 事業名 営農再開・草勢樹勢回復等被害対策事業
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 26 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

60
500 100

補助率 10,000 300
50・55・100% 60,500 1,700

15% 1,525
90% 1,640

５．その他参考となる事項

補助率：国 100%
委託料
塩田川水系頭首工統廃合構想計画策定業務委託　　10,300千円（内単独費300千円） 71,000 5,325

一般財源 300千円

補正後事業費 76,325千円

当初予算事業費 65,885千円

３月補正事業費 10,300千円
(補正財源内訳) 国庫支出金 10,000千円

計

その他 3,179 4,468 11,772 9,130

一般財源 5,664 6,708 7,282 6,595

９月補正事業費 140千円

補修工事2個所

県支出金 3,032 4,080 7,479 9,150 負担金、補助及び交付金 賦課金（土地改良事業団体連合会賦課金）

市債 10,800 塩田東部土地改良区

事業内容
頭首工等整備
補修　2箇所

頭首工、排水機
場等整備補修
4箇所

頭首工、排水機
場等整備補修
5箇所

排水機場補修
2箇所

需用費 消耗品費60千円

委託料 設計・積算委託（1箇所）

　【今回追加補正】

ふるさと応援寄附金

事業費(単位:千円) 22,885 28,929 52,733 76,325 　塩田川水系頭首工統廃合構想計画策定業務委託

財
源
内
訳

国庫支出金 11,010 13,673 26,200 40,650 工事請負費

農業施設の既存の有効活用を図りつつ、機能を効率的に保全していくことを目的とする。

国の追加内示により塩田川水系頭首工統廃合構想計画策定業務委託を行う。

事業費(千円) 223,860 予算額(単位：千円)

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 建設・農林整備課 予算書ページ 49 新規

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ９　農業農村整備費 事業名 地域農業水利施設ｽﾄｯｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ事業

令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 26 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
15,000 300

111
補助率

100%

５．その他参考となる事項

補助率：国 100%
委託料 ・鬼五郎堰 →

・川瀬堰 →
・式浪堰 →

→ 15,111 300

補正後事業費 15,411千円

（当初） （変更）
5,000千円 5,311千円
5,000千円 4,800千円

(補正財源内訳) 国庫支出金 111千円
一般財源 0千円

当初予算事業費 15,300千円
３月補正事業費 111千円

計
5,000千円 5,000千円

15,000千円 15,111千円

その他
一般財源 9,546 1,837 3 300

15,111

県支出金 41,725

令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

頭首工等整備補
修　2箇所

ため池耐震診断
2箇所・実施計画
書作成1箇所

ため池耐震診断
1箇所、計画概
要書作成1箇所

計画概要書作成
3箇所

委託料 計画概要書作成（塩田川水系頭首工）

　【今回追加補正】

　国の追加内示：111千円

ふるさと応援寄附金

事業費(単位:千円) 100,944 13,813 11,923 15,411

財
源
内
訳

国庫支出金 49,673 11,976 11,920

農業施設の既存の有効活用を図りつつ、機能を効率的に保全していくことを目的とする。

農村地域防災減災事業（調査計画事業）　計画概要書作成　3箇所（鬼五郎堰，川瀬堰，式浪堰）

事業費(千円) 255,427 予算額(単位：千円)

市債

総合計画による位置づけ 基本方針 　進化と創造、活力みなぎるまちづくり 政策分野 ①農業

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 建設・農林整備課 予算書ページ 49 新規

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ６　農林水産業費 １　農業費 ９　農業農村整備費 事業名 農村地域防災減災事業（調査計画事業）
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 24 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
15,400 600

24,000
補助率 23,000 1,500
52.50%

119,000 4,000
90%

５．その他参考となる事項

181,400 6,100

９月補正事業費 △42,120千円

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ８　土木費 ２　道路橋りょう費 ２　道路橋りょう新設改良費 事業名 社会資本整備総合交付金事業(橋りょう補修整備)

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 建設・農林整備課 予算書ページ 54 新規

橋梁長寿命化計画に基づき予防保全的な補修及び計画的な架け替えを行うことを目的とする。

橋梁補修整備及びH27～H30年度にかけて行った定期点検の結果を踏まえた長寿命化計画の再策定を行う。

事業費(千円) 633,309 予算額(単位：千円)

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容

橋梁補修設計
整備、橋梁点検

橋梁補修設計
整備、橋梁点検

橋梁補修設計
整備、橋梁点検

橋梁補修設計整
備、長寿命化計画
再策定、橋梁定期
点検

委託料 長寿命化計画再策定

　【今回追加補正】

　橋梁定期点検

事業費(単位:千円) 105,002 68,592 53,593 187,500 工事請負費 橋梁補修整備(一本橋)

財
源
内
訳

国庫支出金 61,278 38,378 27,699 95,235 　【今回追加補正】

県支出金 　橋梁補修整備(袋大橋、綿打橋、大山橋)

市債 30,400 16,900 18,200 66,300
ふるさと応援寄附金

当初予算事業費 82,620千円

その他
一般財源 13,324 13,314 7,694 25,965

３月補正事業費 147,000千円
(補正財源内訳) 国庫支出金 75,075千円

一般財源 15,425千円

補正後事業費 187,500千円

市債 56,500千円

計
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続 ○

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 平成 24 年度 ～ 令和 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独

15,000 900

補助率 17,871 2,300
52.50%

283,476 5,600
90%

５．その他参考となる事項

316,347 8,800

９月補正事業費 △70,529千円

令和元年度 3月 補正予算

予算体系 ８　土木費 ２　道路橋りょう費 ２　道路橋りょう新設改良費 事業名 社会資本整備総合交付金事業(市道調査、改良)

総合計画による位置づけ 基本方針 　自然と調和、快適住生活のまちづくり 政策分野 ⑦道路・交通

実施主体 市 所属部 建設部 所属課 建設・農林整備課 予算書ページ 54 新規

道路防災事業及び舗装補修整備事業により通行車両及び歩行者の安全確保を図ることを目的とする。

市道防災事業路線の測量、調査、対策工事及び市道路面の補修を行う。

事業費(千円) 661,324 予算額(単位：千円)

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
市道調査、改良 市道調査、改良 市道調査、改良 市道調査、改良 委託料 　【今回補正】

　道路防災調査、舗装補修設計

　市道内野小田志線実施設計

事業費(単位:千円) 13,069 24,805 36,716 325,147 工事請負費 万才堤ノ上線道路防災工事

財
源
内
訳

国庫支出金 7,800 12,993 18,007 166,081 　【今回追加補正】

県支出金 　舗装補修工事、市道内野山木場線、市道万才堤ノ上線

市債 4,800 13,900 142,000 　市道五町田熊野線(通学路点検)

ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 5,269 7,012 4,809 17,066

当初予算事業費 90,700千円

３月補正事業費 304,976千円

補正後事業費 325,147千円

計

(補正財源内訳) 国庫支出金 156,699千円
市債 134,400千円
一般財源 13,877千円
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【様式１】 事業計画書兼主要な事業の説明書

款 項 目

継続

１．事業の目的・効果

２．事業内容

３．全体計画 事業期間 令和 元 年度 ～ 令和 元 年度 ４．本年度の事業費内訳
補助 単独
2,002
23,100

補助率
1/3

100%

25,102

５．その他参考となる事項

○国庫補助事業 　学校施設環境改善交付金 防災機能強化（非構造部材の耐震化）事業
　補助率(1/3) 25,102,000円×1/3≒8,367,000円
※市債：学校教育施設等整備事業債

○改修工事の概要
・委託料　 設計監理業務

・工事請負費 仮設工事、庇防水改修工事、諸経費等

60 新規 ○

計

1,820,000円×1.1=2,002,000円

21,000,000円×1.1＝23,100,000円

予算体系

総合計画による位置づけ 基本方針 　しなやかでたくましい「人」育むまちづくり 政策分野 ①教育

校舎屋根庇改修（吉田中学校）

実施主体 市

令和元年度 3月 補正予算

１０　教育費 ３　中学校費 １　学校管理費 事業名

所属部 教育部 所属課 教育総務課 予算書ページ

市内学校の校舎及び体育館等施設は、児童・生徒の学習・運動・生活の場であり、集会や放課後活動等にも使用されている。また、緊急時の避難場所等多方面にわたり活用
されている。これら施設の老朽化等により、安心・安全な場所として使用できなくなることを未然に防ぐため改修等を行う。

令和元年６月初めに吉田中学校において、校舎の屋根庇のモルタルの欠片が落下しているのが学校で発見されたため、国庫補助事業である学校施設環境改善交付金を活
用して、新たな被害の拡大を防ぐため、また生徒の安全を確保するため改修工事を行う。

事業費(千円) 25,102 予算額(単位：千円)

実施年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 内　　　　　　　　　　　　　　　　容

事業内容
設計監理業務、
改修工事

委託料 設計監理業務　1,820,000円×1.1＝2,002,000円

工事請負費 改修工事　21,000,000円×1.1＝23,100,000円

事業費(単位:千円) 25,102

財
源
内
訳

国庫支出金 8,367

県支出金
市債 16,700
ふるさと応援寄附金

その他
一般財源 35
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